
研究分野

研究課題名

予算区分

説験研究実施年度・研究期間

増養殖技術

ホタテガイ活貝供給促進事業

県単

H.16 -- H.17 

担 当|吉田違

協力・分担関係 |水産振興課

〈目的〉

同名Jほたて貝部

青森県のホタテガイ生産量の9割以上が加工用原料に向けられており、生鮮向けは数%に過ぎない。

近年、ホタテガイ生産者価格は低迷しており、活貝の供給促進により価格の向上と安定化を図る必要

があることから、活貝の蓄養方法、輸送方法等に関する技術開発を行うものである。

〈鼠験研究方法〉

1.漁業者の水槽での蓄養時における歩留り等の変化

平成 16年6月7日に平内町茂補地区の漁業者の蓄養水槽にホタテガイを収容し、蓄養開始からO日

目、 3日目、 7日目にそれぞれ50個体をサンプリングして、殻長、全重量、軟体部重量、員柱重量、

貝殻重量を測定し、軟体部歩留り(軟体部重量-:- (軟体部重量+員殻重量) )を算出した。また、 9

月6日から同様の試験を行い、前記測定項目に加えて、ホタテガイの活力を3段階(①外套膜への刺

激で閉殻する、②員柱への刺詣で閉殻する、③外套膜、貝柱への刺普段で閉殻しない)に分けて測定

した。

なお、水槽内に自記式水温計(オンセットコンピュータ一社StowAwayTidbiT) を設置して、 1時

間間隔で水温を測定した。

2.輸送時における梱包方法、温度の違いによる活力の変化

平成16年9月6日に平内町茂浦地区の漁業者よりホタテガイを入手して、当研究所内の200f，FRP製水

槽に一時蓄養した後、 9月7日に梱包方法と保管温度の異なる 5種類の試験区を作成した。試験開始時、

1日目(全試験区)、 2日目(海水試験区のみ)に、 50個体の殻長、全重量、軟体部重量、貝柱重量、

貝殻重量、活力を測定し、軟体部歩留りを算出した。なお、 15個体については、貝柱を鮮度分析用

に-80"Cの冷凍庫で保存後、ふるさと食品研究センターへ送付した。

なお、 FRP水槽内の海水温、保管場所の室温、相包容器内の温度を、自記式水温計(向上)を用い

て、 1時間間隔で測定した。

〈結果の概要・要約〉

漁業者が、水揚げから出荷までの問、海水をかけ流しした屋内水槽でホタテガイを蓄養する場合、

1週間程度であれば6月、 9月ともに、歩留りの極端な低下や活力の低下は見られないことがわかった

(図 1，2，3)。

また、出荷時の梱包容器については、出荷から販売までの期聞が 1日間であれば、発抱スチロール

容器より木箱やコンテナのような非密閉性容器の方が、括カを維持できることがわかった{図的。

なお、県外産で海水にホタテガイを入れて運搬してくるケースが見られるが、 2日目でかなり活力が

低下していることから、これらの貝との差別化を図ることが重要である。
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〈主要成果の具体的なヂータ〉
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園3.肉書益水槽肉における曹司盛期間期の活力の推移
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〈今後の問題点〉

収容容器については、木箱は、現在、リサイクルする業者があり、 1箱当り約100円で漁業者が利

用できることから、コンテナについても同様のリサイクルシステムを確立できるかどうかが課題で

ある。なお、仮にコンテナのリサイクノレが難しいと判断された場合には、通気性の良い発抱スチロ

ール等の開発が必要であるが、その場合、強度と単価が課題である。

〈次年度の具体的計画〉

漁業者によって水槽内の収容密度が異なる可能性もあることから、屋内水槽での蓄養時における収

容密度別の試験を行って、歩留りや活力の変化を比較する必要がある。

〈結果の発表・活用状況等〉

特になし。
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